
募集に応募（農地利用最適化推進委員）

中間公表（令和8年2月16日現在）

年月日 職名・役職等 営農類型 耕作面積等

1 ふるや ともなお
古谷 朝直

男 68歳 農業 S51.3
S51.4～R3.3
R3.3～現在
R5.7～現在
現在

三本木農業高校卒業
上北建設㈱（農業兼業）
農業専業
農地利用最適化推進委員
農事組合法人深持組合理
事
深持牧野農業協同組合理
事
深持財産区議会議員

水稲
そば、ねぎ

95a
27a

深持地区 無 令和５年から農地利用最適化推進委員として農家の高齢化及び後継者不足によ
る遊休農地の解消、農地の賃借・売買等の状況に携わり、今後まだ高齢化が進
むと思われます。今後とも地域の農業を見守り、地域の活性化のために応募し
ました。

2 わだ まさき
和田 雅樹

男 49歳 農業 H4.3
H15.4～H30.8 
H31.9～現在
R4.6～現在 

大館市立下川沿中学校卒
業
㈱ハンデックス仙台支店
農業従事
認定農業者認定

水稲
にんにく
そば
事業従事者1名、
従業員3名

1,000a
380a
310a

伝法寺地区 無 若手が挑戦しやすい農地利用の仕組みづくりを推進委員として現場から支えて
いきたいと思い応募いたしました。

3 やまはた じゅん
いち
山端 潤一

男 52歳 農業 H2.3

H25.4～現在
R5.7～現在

アレックコンピューター
専門学校卒業
農業従事
農地利用最適化推進委員

田
ながいも
大豆

アルバイト3人

7.5ha
1ha
1ha

東部地区 無 年々農業を離れる方が少しずつ増えているので、自分の地域の把握と耕作放棄
地を無くしたいという思いがあるので。

4 なかのわたり け
いこ
中野渡 敬子

女 70歳 主婦 S49.3
S55.4～R6.3

五戸高等学校卒業
十和田おいらせ農業協同
組合

- - 三本木地区 有 十和田市の基幹産業である農業は食と農という面から地域づくりがされており
ます。意欲をもって取り組んでいる農業者に対し、国の施策のぶれを憂う中に
おいて、この委員会がとりもつ役割は重要であります。市でも取り組みされて
いる食生活、食の安全安心、それは農業のさらなる歩みである事と確信しまし
た。
今後、委員会の一員として研鑽を積み貢献させて頂きたく応募致します。

5 なかやしき みつ
お
中屋敷 光男

男 67歳 農業 S52.3
S53.4～H30.3
H30.4～現在
R4.8～現在
R5.7～現在

三本木農業高校卒業
南部地域農業共済組合退
職
農業従事
十和田おいらせ農協総代
農地利用最適化推進委員

水稲
にんにく

300a
50a

十和田湖地区 無 農業を取り巻く状況は、高齢化や後継者不足などで遊休農地の発生防止が必要
である。そこで農業での生活の為に規模拡大で農地利用の最適化に向けて出来
ればと思い応募しました。
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6 とざわ しんいち
斗沢 信一

男 49歳 農業 H7.3
H7.4～
H17～現在
R2.7～現在

十和田工業高校卒業
㈱紺野土木
農業従事
農地利用最適化推進委員

水稲
ながいも
ごぼう
精米所運営

自身・妻・父で
農業に従事。農
繁期は臨時雇用
を行いながら経
営。

22ha
2ha
1.5ha

大深内地区 無 現在推進委員の活動も２期目になりますが、直接的に自分の仕事に関わる事が
多い中、農地法も含め、まだまだわからない事が多く、地域の農家の方々の力
になれないことも多かったので、自分自身のためにも、地域の農業に従事する
人たちのためにも、知識・経験が必要と考えたから。

7 ひらだて たつの
り
平  龍德

男 43歳 農業 H17.3
H17.4～現在
H24.2～H26.2

H26.2～現在

H28.2～H30.2

H29.3～H30.3

H31.4～R4.4

R5.7～現在

仙台大学体育学部卒業
農業従事
ＪＡ十和田おいらせ野菜
振興会ごぼう専門委員
ＪＡ十和田おいらせ野菜
振興会ねぎ専門委員
ＪＡ十和田おいらせ青年
部藤坂支部長
ＪＡ十和田おいらせ青年
部長
青森県農協青年部協議会
副委員長
農地利用最適化推進委員

水稲
ごぼう
にんにく
ねぎ

850a
330a
150a
120a

六日町地区 無 昨今の農業は高齢化、人口減少による担い手不足、日々めまぐるしく変化する
農政や自然環境等、課題が山積しています。その課題を1つずつ解決し、農地
を農地として次世代に引き継ぐための力になりたいと思い応募しました。

8 しらやま ゆうじ
ろう
白山 雄治郎

男 43歳 農業 H12
H21～現在
H28

H29.7～現在
R2

R2
R3

十和田工業高校卒業
農業従事
十和田おいらせ畜産後継
者の会副会長
農地利用最適化推進委員
十和田おいらせ畜産後継
者の会会長
青年農業士
認定農業者認定

水稲
牧草
繁殖黒毛和種
販売用子牛

2.3ha
25ha
47頭
30頭

十和田湖地区 有 これまでも農地利用最適化推進委員として活動し、地域の農地集積・遊休農地
解消に取り組んできました。
その中で担い手の高齢化や後継者不足といった課題を実感しております。これ
まで築いてきた農業者との関係と、現場での経験を活かし、地域の実情に合っ
た農地利用の最適化を推進したいと考え応募しました。
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9 いちざき たかゆ
き
市崎 貴之

男 52歳 農業 H4.3
H4.4～H6.3
H6.4～現在
R5.7～現在

五戸高校卒業
アンデス電気
農業従事
農地利用最適化推進委員

にんじん
ごぼう

3ha
50a

藤坂地区 無 高齢化や担い手不足による耕作放棄地の増加、農地の分散といった課題に対
し、農地利用の集積・集約化や遊休農地の解消、新規参入の促進を推進してい
きたい。


